
協定締結日 2018/12/20 連携先名称

活動状況 継続中 連携先窓口

活動資金 大学予算 担当教員(所属)

活動体制（単位） 関連教員(所属)

活動内容

活動成果

課題・改善点

活動報告会では８０人程度の参加者があり、相馬市および周辺地域の震災復興や地域創生に寄与した。
意見交換会では若手農業者と農大生間で活発な意見交換ができ、学生が相馬農業の現状を知る良い機会にもなった。
農芸化学科の大島助教の研究内容や活動報告会の状況については、本学の「新・実学ジャーナル」において広報されている。

・資金的な制約により、一部で活動が制限される面がある。
・これを改善するために、2019年3月に公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構の公募事業である、「2019年度学術
研究活動支援事業（大学等の「復興知」を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業）」に応募して採択された。この事業
には相馬市の協力を全面的に得ていくこととなっている。

平成30年度　地域連携活動報告書
相馬市

相馬市役所農林水産課

渋谷/半杭（ビジネス）、大島（農芸化学）

上原/山﨑（森林）、中島（工学）、足達（開発）

①学内プロジェクトの一環としての「東日本支援プロジェクト」の実施
②収穫祭でのＪＡふくしま未来による直売店の運営サポートおよび農水産物のPR
③相馬市の若手農業者と農大学生による意見交換会を相馬市で実施

①については、上記担当教員、関連教員が東日本大震災からの復興および地域創生に関する研究を実施
２月１６日に髙野学長と相馬市長出席のもとで平成３０年度活動報告会を相馬市内で実施。
また、東日本支援プロジェクトの研究推進のために相馬市内に研究活動拠点を置いている。


